
ご存知でしたか。今年6月17日に建築物省エネ改正法が公布され、全ての新築物
件に対して省エネ基準に適合していることを明文化することや、木材利用を促進する
ことなどが求められるようになります。2050年の脱炭素社会の実現（カーボンニュー
トラル）、2030年度までに温室効果ガス46%削減（2013年度比）の達成に向
けて、建築分野での温室効果ガス削減を大きく加速させることが国の狙いです。
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「改正 建築物省エネ法」
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改正を重ねてきた建築物省エネ法

建築物省エネ法（正式名「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律」）は2018年4月から段階的に施行され、延
べ床面積2,000m2以上の大規模な非住宅建築物を新築する場合に「建築物エネルギー消費性能基準」（＝国の定める省エ
ネ基準）への適合が義務付けられました。その後の2021年4月1日の改正で基準の対象が300m2以上の非住宅建築物に拡
大されました。

そして今年6月に 「脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部を改正する
法律」 が公布されたことで、今後3年以内の間に、住宅か非住宅かを問わず、全ての新築の建物は省エネ基準への適合が義務
づけられます。なお、この法律の具体的な施行日は未だ発表されていません。

この他の主な改正内容として 「住宅トップランナー制度の拡充」 と「建物の販売・賃貸時の省エネ性能表示の推進」 また、温室
効果ガスの吸収源を増やすための「木材利用の促進」があります。住宅トップランナー制度とは、大手住宅メーカーが建築する注文
住宅、分譲住宅、賃貸アパート、分譲マンションについて、省エネ基準を上回る、より一層の省エネ性能の確保を誘導するもので、
具体的には、2030年以降の新築住宅について、ZEH・ZEB水準（備考※）を目指すとされています。

対象建築物 非住宅 住宅

大規模
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小規模
(300㎡未満)

努力義務 ＋ 説明義務
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対象建築物 非住宅 住宅

大規模
(2,000㎡以上)

適合義務
中規模
(300㎡以上
2,000㎡未満)

小規模
(300㎡未満)

https://www.re-tem.com/


R e - t e m ’ s  m o n t h l y  n e w s l e t t e r

株式会社リーテム
〒101-0021 東京都千代田区外神田2-15-2 新神田ビル７Ｆ
TEL. 03-5256-7041 Mail. info@re-tem.com https://www.re-tem.com/

今回の法改正によって、これからこの国で建築する全ての建物は、省エネ性能を高める設備が予め備わっていないと建築許可が
下りない仕組みになります。また東京都も、温室効果ガス削減を強力に進めるため、新築物件への太陽光パネルの設置の義務
付けなどを含めた新しい制度を導入する方針で、条例改正の準備を進めているようです。脱炭素時代にあわせて、日本の住宅や
ビル、それらが集まった町がこれからますます進化していく（いかざるを得ない）のだなと実感します。

コラムの更新やサービスに関するお役立ち情報をお知らせするメールマガジン
（月１回程度）を発信しています。配信希望の方は以下の「お問い合せ」をクリック！
項目から「メールマガジン配信希望」を選んでください。https://www.re-tem.com/contact/

編集後記

省エネ基準とは？

※ Net Zero Energy House
（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは？

家庭で省エネしながら、同時に太陽光発
電などによりエネルギーを自ら創ることで、1
年間のエネルギー消費量を実質ゼロ以下
にした住宅のこと。

※Net Zero Energy Building
（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とは？

消費するエネルギーを削減し、使用するエ
ネルギーは自ら生産することにより1年間の
エネルギー消費量を実質をゼロ以下にした
ビルのこと。

省エネ基準とは、建物が備えるべき省エネ性能を数値で定めたものです。住宅の場合には、床、屋根、外壁、窓の表面積あたり
の熱の損失量を基準値以下に抑えることとされており、また住宅とその他の建物のどちらにも求められるのは、 一次エネルギーの消
費量を基準値以下に抑えることです。一次エネルギー消費量とは、空調、換気、照明、給湯、エレベーター、OA機器などに消費
するエネルギーの合計値を指します。

省エネ基準に適合するための取組みとして、太陽光発電設備、外壁の断熱材、高断熱性の窓（例 ペアガラスや二重サッシ）、
高効率の空調、LED照明、高効率の給湯（例 エコキュート）の導入が例示されています。

国土交通省の資料を基に筆者作成
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